
北
宋
に
生
ま
れ
、
南
宋
に
活
躍
し
た
大
慧
宗
杲
（
一
○
八
九
’
’
一
六
三
）
は
、
看
話
禅
を
確
立
し
た
禅
者
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
大
慧
に
よ
る
看
話
禅
の
成
立
を
考
え
る
場
合
、
黙
照
禅
を
筆
頭
と
す
る
邪
禅
批
判
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
大
慧
は
諸
方
の
あ
ら
ゆ
る
禅
風
を
挙
げ
て
逐
一
批
判
を
加
え
る
が
、
最
も
力
を
尽
し
て
批
判
し
た
の
は
黙
照
禅
者
達
に
対
し

て
で
あ
る
。
大
慧
に
よ
る
そ
の
黙
照
禅
批
判
の
概
要
は
、
以
下
に
見
え
る
通
り
で
あ
る
。

し
ろ
と

近
年
の
叢
林
に
一
種
の
邪
禅
有
り
、
目
を
閉
じ
て
晴
を
蔵
し
、
觜
虚
都
地
に
妄
想
を
作
す
を
以
て
、
之
を
不
思
議
の
事
と

謂
い
、
亦
た
之
を
威
音
那
畔
、
空
劫
已
前
の
事
と
調
い
、
縄
か
に
口
を
開
け
ば
便
ち
喚
ん
で
今
時
に
落
つ
と
作
す
。
亦
た
之

を
根
本
上
の
事
と
請
い
、
亦
た
之
を
「
浄
極
ま
り
光
通
達
す
」
と
謂
い
、
悟
を
以
て
第
二
頭
に
落
在
す
る
と
為
し
、
悟
を
以

は
じ

て
枝
葉
辺
の
事
と
為
す
。
蓋
Ｉ
し
渠
れ
初
め
て
歩
を
発
む
る
時
、
便
ち
錨
ｈ
ソ
了
わ
る
、
亦
た
是
れ
錯
れ
る
を
知
ら
ず
、
悟
を
以

て
建
立
と
為
す
。
既
に
自
ら
悟
門
無
く
、
亦
た
悟
有
ろ
を
信
ぜ
ざ
る
者
な
り
。
這
般
底
、
之
を
大
般
若
を
誇
り
、
仏
の
慧
命

（
Ｌ

を
断
ず
ろ
と
謂
う
（
『
大
慧
書
』
・
答
曹
太
尉
・
目
今
『
‐
９
℃
、
）
。

は
じ
め
に

大
慧
宗
杲
に
よ
る
「
壁
観
」
再
解
釈

廣
田
宗
玄
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ま
ず
、
「
壁
観
」
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
を
も
と
に
整
理
し
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
「
壁
観
」
と
い
う
語
が
現
れ
る
現
存
す
る
最
古
の
資
料
は
、
二
入
四
行
論
』
に
付
さ
れ
る
、
達
摩
の
弟
子
、
曇
林
（
生

（冊）

没
年
不
詳
）
の
記
し
た
「
略
弁
大
乗
入
道
四
行
論
序
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
達
摩
の
主
要
な
教
法
は
、
安
心
・
発
行
・
順
物
・

方
便
の
四
つ
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
特
に
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
安
心
が
壁
観
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
『
二
入
四
行
論
』
本
文
で
は
、

壁
観
は
「
含
生
凡
聖
同
一
真
性
」
、
つ
ま
り
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
が
持
つ
真
理
性
、
を
信
解
す
る
と
い
う
「
理
入
」
に
配

さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
真
性
は
通
常
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
達
摩
は
妄
念
を
捨
て
て
「
凝
住
壁
観
」
し
、
堅

こ
の
よ
う
な
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
は
、
①
悟
り
の
撰
無
、
②
坐
禅
重
視
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、
こ
の
う
ち
特

に
第
二
点
に
注
目
し
た
い
。
坐
禅
が
禅
者
の
重
要
な
修
法
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
で
は
何
故
に
黙
照
禅
者
が

坐
禅
を
重
視
す
る
と
言
っ
て
大
慧
は
批
判
す
る
の
か
。

大
慧
が
邪
禅
批
判
を
通
し
て
自
ら
の
禅
風
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
の
理
由
を
検
討
す
る
こ
と（＆

に
よ
っ
て
、
大
慧
の
看
話
禅
の
特
徴
が
明
白
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
本
論
で
は
そ
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
に
、
笠
ロ
提
達
摩
が

主
張
し
た
「
壁
観
」
の
、
大
慧
に
よ
る
再
解
釈
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

従
来
、
壁
観
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
瞭
で
あ
り
、
様
々
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
宋
代
に
入
る
頃
に
は
、
そ
の
解
釈
は
あ

る
程
度
固
定
さ
れ
て
く
る
。
そ
う
い
っ
た
時
代
背
景
を
う
け
て
大
慧
は
改
め
て
壁
観
を
取
り
あ
げ
て
説
示
を
加
え
る
が
、
そ
れ
は
、

大
慧
以
前
の
如
何
な
る
禅
者
の
理
解
と
も
相
違
す
る
。
で
は
如
何
な
る
点
が
相
違
す
る
の
か
。
そ
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
慧
に
よ
る
黙
照
禅
批
判
の
根
拠
と
、
看
話
禅
の
坐
禅
観
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

壁
観
に
つ
い
て
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住
し
て
動
か
ず
、
言
ロ
句
に
惑
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
、
寂
然
と
し
て
そ
の
よ
う
な
真
性
と
冥
符
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
壁

観
は
真
性
の
発
露
の
法
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
曇
林
の
序
を
も
と
に
著
さ
れ
た
道
宣
（
五
九
六
’
六
六
九
）
の
『
続
高
僧
伝
』
菩
提
達
磨
章
に
よ
れ
ば
、
僧
稠
（
四
八
○
’

＠

五
六
○
）
の
小
乗
的
な
観
法
で
あ
る
四
《
輌
処
と
比
較
し
た
上
で
、
達
摩
の
壁
観
を
「
虚
宗
」
と
表
現
し
、
「
大
乗
の
壁
観
、
功
業
最

も
高
し
」
と
述
べ
て
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
道
宣
が
達
摩
禅
を
形
容
す
る
虚
宗
と
い
う
言
葉
の
意
味
で
あ
る
。
虚
宗
と
い
う
言
葉
は
諸
論
中

に
見
え
る
が
、
例
え
ば
僧
肇
（
三
七
四
’
四
一
四
）
の
『
不
真
空
論
』
に
「
夫
れ
生
無
き
虚
の
至
と
は
、
蓋
し
是
れ
般
若
玄
鑑
の
妙

ち
か
ご
ろ

趣
に
し
て
、
有
物
の
宗
極
な
る
者
な
り
。
：
靖
微
幽
隠
に
し
て
、
殆
ど
群
情
の
尽
く
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
頃
爾
の
談
論
、

虚
宗
に
至
ら
ぱ
、
毎
に
不
同
な
る
こ
と
有
り
」
（
弓
怠
‐
』
呂
四
）
と
あ
り
、
ま
た
曇
影
（
一
一
一
七
一
一
’
四
四
五
）
の
『
出
一
一
一
蔵
記
集
』
巻

十
一
に
収
め
る
『
中
論
』
序
に
、
「
至
人
は
無
心
の
妙
慧
を
以
て
、
彼
の
無
相
の
虚
宗
に
契
う
。
内
外
並
び
に
冥
し
、
縁
智
倶
に
寂

す
」
（
『
田
‐
。
ｍ
）
と
あ
っ
て
、
何
れ
も
般
若
空
の
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
壁
観
と
は
般
若
主
義
に
則
っ
た
実

こ
の
よ
う
に
初
期
の
文
献
に
、
す
で
に
壁
観
に
つ
い
て
の
概
要
は
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
説
明
に
は
壁
観
が
坐

禅
で
あ
る
と
は
一
切
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

壁
観
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
、
達
摩
以
後
の
最
初
の
資
料
は
、
智
偲
（
六
○
二
’
六
六
八
）
の
『
孔
目
章
』
巻
二
に
載
る
も
の

Ｅ

で
あ
る
。
そ
こ
で
の
智
臓
の
壁
観
の
主
張
は
、
初
門
諸
観
の
一
門
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
禅
定
の
意
味
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
智
綴
の
活
躍
し
て
い
た
頃
、
禅
界
で
は
東
山
法
門
が
主
流
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
坐
禅
観
心
を
主
と
し
て
い
た
。
ま

た
こ
れ
よ
り
少
し
前
、
天
台
智
顎
（
五
三
八
’
五
九
六
）
が
出
現
し
て
独
自
の
禅
定
法
を
確
立
し
て
い
る
。
天
台
止
観
の
影
響
が

可
）

東
山
法
門
に
色
濃
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

す
」
（
『
田
‐
。
ｍ
）
と
あ
っ
て
、
荷

践
の
意
味
で
あ
る
と
解
せ
よ
う
。
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こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
を
う
け
て
、
唐
代
の
圭
峰
宗
密
（
七
八
○
’
八
四
二
は
、
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
お
い
て
新
た
に
壁

観
に
解
釈
を
加
え
る
。
こ
れ
は
壁
観
の
解
釈
と
し
て
は
現
存
す
る
最
初
の
も
の
と
さ
れ
る
。

宗
密
は
、
こ
の
様
に
壁
観
の
内
容
に
つ
い
て
心
を
摘
壁
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
た
後
、
「
豈
に
正
し
く
是
れ
坐

禅
の
法
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
、
そ
れ
が
坐
禅
の
法
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
も
そ
も
宗
密
は
、
『
都
序
』
の
冒
頭
に
、
「
但
だ
衆

み
う
し
な

生
真
を
迷
い
て
塵
に
合
す
ろ
を
即
ち
散
乱
と
名
づ
け
、
塵
に
背
き
て
真
に
合
す
る
を
名
づ
け
て
禅
定
と
為
す
」
（
鎌
田
本
己
・
］
『
）
と
、

『
二
入
四
行
論
』
の
「
妄
を
捨
て
て
真
に
帰
し
、
壁
観
に
凝
住
す
」
と
い
う
言
葉
に
な
ぞ
ら
え
て
真
性
に
つ
い
て
説
明
す
る
が
、
こ

こ
に
禅
定
と
壁
観
が
重
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
後
に
壁
観
が
面
壁
坐
禅
の
意
に
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
端
緒
は

こ
の
「
外
止
諸
縁
…
」
と
い
う
記
述
は
、
宗
密
の
息
妄
修
心
宗
へ
の
評
価
の
中
に
見
ら
れ
る
。
周
知
の
通
り
、
宗
密
は
教
禅
一

致
を
主
張
す
る
為
に
、
教
を
三
教
に
、
禅
を
三
宗
に
分
類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
対
照
さ
せ
る
。
息
妄
修
心
宗
と
は
、
い
わ
ゆ
る
北
宗

禅
の
こ
と
で
あ
り
、
宗
密
は
、
北
宗
禅
へ
の
評
価
の
為
に
、
そ
の
基
準
と
し
て
達
摩
の
壁
観
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
、
宗
密
は
荷
沢
宗
に
立
つ
故
に
、
北
宗
で
あ
る
息
妄
修
心
宗
を
難
ず
ろ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
北
宗
の
「
凝
心

住
心
」
「
住
心
調
伏
」
と
い
っ
た
禅
法
に
対
し
て
で
あ
り
、
坐
禅
そ
の
も
の
に
対
し
て
で
は
な
い
。
宗
密
は
坐
禅
を
重
視
す
る
。
そ

の
こ
と
は
、
宗
密
の
『
円
覚
経
道
場
修
証
儀
』
等
に
坐
禅
の
法
を
詳
細
に
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
宗
密
は
、

既
に
宗
密
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。

や
あ
え

達
磨
は
壁
観
を
以
て
人
を
し
て
安
心
せ
し
め
、
外
に
は
諸
縁
を
止
め
、
内
に
は
心
に
喘
ぐ
無
く
、
心
は
摘
壁
の
如
く
に
Ｉ
し
て
、

（
Ⅲ
）

以
て
道
に
入
る
べ
し
と
云
う
（
鎌
田
茂
雄
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
、
禅
の
語
録
九
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
年
、
己
．
］
］
『
幾
以
下
【
鎌

田
本
ご
。
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坐
禅
を
禅
法
の
基
本
に
置
く
と
い
う
点
で
は
、
北
宗
禅
の
あ
り
方
に
も
一
定
の
評
価
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
心
如
摘
壁
」
と
い
う
言
葉
に
関
し
て
、
柳
田
聖
山
氏
は
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
「
も
と
も
と
、
縞
壁
の
醤
え

は
既
に
先
に
引
く
『
大
智
度
論
』
の
身
念
処
の
条
に
み
え
る
。
そ
れ
は
、
無
情
で
あ
り
、
無
心
な
る
も
の
の
臂
え
で
あ
る
。
坐
禅

は
常
に
兀
坐
と
い
い
枯
坐
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
境
地
が
無
生
物
に
臂
え
ら
れ
る
。
敦
煩
本
『
二
入
四
行
論
』
第
十
八
段
と

三
七
段
の
二
カ
所
に
、
「
心
は
木
石
の
如
し
」
と
い
っ
て
い
る
。
後
に
百
丈
も
又
此
を
初
祖
の
句
と
し
て
引
く
。
壁
観
は
、
そ
う
し

た
境
地
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
「
大
乗
安
心
法
と
し
て
の
壁
観
は
、
妄
を
捨
て
真
に
帰
す
ろ
道
で
あ
る
。
理
と
し

て
の
心
そ
の
も
の
に
立
ち
か
え
る
方
法
で
あ
っ
た
。
理
入
と
し
て
の
壁
観
は
、
一
切
の
身
受
心
法
の
相
を
絶
す
る
虚
宗
そ
の
も
の

で
あ
り
、
通
途
の
坐
禅
を
拒
否
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
坐
禅
も
又
一
つ
の
偽
妄
に
す
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
」
と
も
述
べ

る
（
柳
田
聖
山
「
初
期
禅
宗
と
止
観
思
想
」
、
『
柳
田
聖
山
集
』
巻
一
所
収
、
で
．
＄
醤
以
下
【
柳
田
全
集
１
】
）
。

つ
ま
り
柳
田
氏
に
よ
れ
ば
、
「
心
如
緒
壁
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
諸
縁
を
絶
し
た
心
境
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
壁
観
と
は
そ

そ
の
意
味
で
、
宗
密
の
、
単
純
に
壁
観
を
坐
禅
と
定
義
す
る
理
解
に
は
問
題
が
あ
る
。
宗
密
の
理
解
は
、
お
そ
ら
く
は
同
じ
華

厳
宗
の
智
綴
の
主
張
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
「
心
如
摘
壁
」
と
述
べ
て
、
そ
の
心
境
に
重
点
を
置
く
点
は
、

宗
密
の
解
釈
も
一
応
の
評
価
は
出
来
る
。

宗
密
は
ま
た
『
都
序
』
に
お
い
て
自
ら
の
依
っ
て
立
つ
「
知
」
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
に
、
再
び
こ
の
達
摩
の
壁
観
を
取
り
上
げ

宋
代
の
良
渚
宗
鑑
に
よ
る
『
釈
門
正
統
』
巻
八
に
壁
観
を
説
明
し
て
、
「
独
り
真
法
を
以
て
、
是
く
の
如
く
心
を
安
ず
ろ
を
壁
観

と
謂
う
」
と
言
い
、
さ
ら
に
注
釈
し
て
、
「
客
塵
偽
妄
の
入
ら
ざ
る
を
壁
と
曰
う
」
（
凶
ざ
‐
＠
ｓ
、
）
と
述
べ
て
「
心
如
摘
壁
」
の
様

態
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
『
二
入
四
行
論
』
の
「
但
だ
客
塵
に
妄
覆
せ
ら
れ
て
、
顕
了
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
な
る
こ
と
を
信
ず

て
い
る
（
鎌
田
本
ご
」
凸
）
。

つ
ま
り
柳
田
氏
に
よ
れ
ば
、
「

の
よ
う
な
境
地
の
こ
と
で
あ
る
。
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る
を
請
う
」
と
い
う
言
葉
を
敷
街
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
宋
代
に
入
る
頃
に
は
、
壁
観
の
理
解
が
、
面
壁
坐
禅
と
い
う
坐
相
に
重
点
を
置
い
た
理
解
に
傾
き
始
め
る
。
例
え
ば
『
祖

禅なのである。うち
堂
集
』
（
九
四
五
年
成
立
）
巻
十
一
・
保
福
従
展
章
に
、
「
師
因
み
に
挙
す
、
初
祖
、
少
林
寺
の
裏
に
於
い
て
、
面
壁
坐
打
す
る
こ
と
九
年
」

（
中
文
本
己
・
田
澤
）
と
あ
っ
て
、
達
摩
が
面
壁
九
年
を
行
じ
、
「
西
天
の
小
乗
壁
観
婆
羅
門
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
記
す
。
こ

（
Ⅱ
）

れ
は
達
摩
が
壁
観
の
行
者
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
最
初
の
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
宗

密
の
時
代
に
既
に
壁
観
は
坐
禅
の
意
に
取
ら
れ
て
い
た
の
で
必
ず
し
も
『
祖
堂
集
』
独
自
の
見
解
で
あ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

お

次
い
で
『
宋
高
僧
伝
』
（
九
八
八
年
成
立
）
巻
十
一
一
一
・
天
台
徳
紹
章
に
、
「
少
林
に
向
い
て
面
壁
す
」
（
弓
ｇ
‐
『
＄
●
）
と
あ
り
、
『
景

徳
伝
灯
録
』
（
一
○
○
四
年
成
立
）
巻
一
一
一
・
菩
提
達
磨
章
に
、
「
嵩
山
少
林
寺
に
寓
止
し
、
面
壁
し
て
坐
し
、
終
日
黙
然
た
り
。
人

之
を
測
る
莫
し
。
之
を
壁
観
婆
羅
門
と
謂
う
」
（
弓
巴
‐
巴
①
ご
）
と
あ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
以
後
、
達
摩
の
壁
観
は
面
壁
坐
禅
と
の
理

解
が
定
着
し
、
達
摩
は
面
壁
の
行
者
と
の
み
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
宋
代
に
入
っ
て
、
達
摩
の
伝
記
が
公
案
化
さ
れ
た

こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
が
、
壁
観
の
理
解
が
偏
向
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
方
で
、
唐
代
か

（
肥
）

ら
宋
代
に
か
け
て
の
坐
禅
観
の
一
面
を
窺
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
璋
工
そ
し
て
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
表
れ
た
禅
風
の
一
つ
が
黙
照

以
上
の
よ
う
に
、
宋
代
の
頃
に
は
壁
観
の
解
釈
が
面
壁
坐
禅
一
辺
倒
と
な
り
、
そ
の
内
容
に
変
化
が
見
ら
れ
た
。
で
は
、
同
じ

く
宋
代
の
禅
者
で
あ
る
大
慧
の
場
合
は
ど
う
か
。
大
慧
の
主
張
は
、
そ
れ
以
前
の
い
か
な
る
禅
者
の
主
張
と
も
相
違
す
る
も
の
で

あ
る
。 大
慧
の
壁
観
の
理
解
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（
Ｈ
》

元
来
達
摩
の
壁
観
や
、
「
外
息
諸
縁
…
」
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
は
、
上
記
し
た
資
料
の
他
に
言
及
さ
れ
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
大
慧

は
こ
の
言
葉
を
度
々
そ
の
語
録
中
に
取
り
上
げ
検
討
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
注
意
を
払
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

便
ち
道
う
、
『
了
了
と
し
て
常
に
知
る
が
故
に
、
之
を
言
わ
ん
と
す
る
も
及
ぶ
可
か
ら
ず
」
と
。
此
の
語
、
亦
た
是
れ
時
に
臨

〈
川
）

ん
で
達
磨
の
拶
出
す
る
底
の
消
息
に
し
て
、
亦
た
一
一
祖
の
実
法
に
非
ざ
る
な
り
（
答
劉
宝
学
書
・
国
ゴ
ー
①
、
、
ご
）
。

割
衞
ｕ
、
、
鰯
か
に
達
磨
に
離
し
て
曰
く
、
『
弟
子
は
此
の
唾
始
め
て
諸
縁
息
む
な
り
』
と
。
達
磨
、
其
の
己
に
悟
る
を
知

な
ん
じ

り
、
更
に
窮
詰
せ
ず
、
口
〈
だ
曰
く
、
『
断
滅
を
成
じ
去
る
こ
と
莫
き
や
』
と
。
曰
く
、
『
無
し
』
と
。
達
磨
曰
く
、
『
子
、
作
慶

生
』
と
。
曰
く
、
『
了
了
と
し
て
常
に
知
る
が
故
に
、
之
を
言
わ
ん
と
す
る
も
及
ぶ
可
か
ら
ず
』
と
。
達
磨
曰
く
、
『
此
れ
乃
ち

な

従
上
の
諸
仏
諸
祖
所
伝
の
心
体
な
り
、
汝
今
既
に
得
、
更
に
疑
う
一
）
と
勿
か
れ
』
と
」
と
。
彦
沖
云
く
、
「
夜
に
夢
み
昼
に
思

い
、
十
年
の
間
、
未
だ
全
く
克
つ
こ
と
能
わ
ず
。
或
い
は
端
坐
静
黙
し
、
－
た
び
其
の
心
を
空
じ
て
、
虜
を
し
て
所
縁
無
か

ら
し
め
、
事
を
し
て
所
託
無
か
ら
し
め
ば
、
頗
る
軽
安
な
ろ
を
覚
す
」
と
。
読
ん
で
此
に
至
り
、
覚
え
ず
失
笑
す
。
何
が
故
ぞ
、

既
に
慮
の
所
縁
無
け
れ
ば
、
豈
に
達
磨
の
所
謂
ろ
「
内
心
無
喘
」
に
非
ず
や
。
事
の
所
託
無
け
れ
ば
、
豈
に
達
磨
の
所
謂
ろ

「
外
に
諸
縁
息
む
」
に
非
ず
や
。
二
祖
初
め
達
磨
の
所
示
の
方
便
を
識
ら
ず
、
将
に
『
外
に
諸
縁
を
息
め
、
内
心
喘
ぐ
こ
と
無

お
も

く
ん
ぱ
、
以
っ
て
心
を
説
き
性
を
説
き
、
道
を
説
き
理
を
説
く
べ
し
』
と
請
い
、
文
字
を
引
い
て
証
拠
と
し
、
印
可
を
求
め

つ
づ
し
り
ぞ

は
じ

ん
と
欲
す
。
所
以
に
達
磨
は
一
々
列
け
て
下
く
。
心
の
用
う
る
処
無
く
し
て
、
方
始
め
て
退
歩
し
、
「
心
摘
壁
の
如
し
―
の
語

の
達
磨
の
実
法
に
非
ざ
る
を
思
量
し
て
、

て
道
に
入
る
べ
し
』
と
。
二
祖
種
々
に
心
を
説
き
性
を
説
く
も
、
倶
に
契
わ
ず
。

「
昔
、
達
磨
二
祖
に
請
い
て
曰
く
、
『
汝
、
但
だ
外
に
諸
縁
を
息
め
、
内
心
喘
ぐ
こ
と
無
く
、
心
は
糟
壁
の
如
く
に
し
て
、
以
っ

忽
然
と
し
て
〈
糟
認
詞
口
詞
圏
蜘
図
譜
劇
団
劃
副
糊

｜
退
歩
し
、
「
心
摘
壁
の
如
し
」
の
語

必
・
即
時
に
月
を
見
て
指
を
亡
じ
、

崖
｛
若
の
所
示
の
麺
調
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（
胴
）

大
慧
は
、
こ
の
問
答
を
『
伝
灯
録
』
か
ら
で
は
な
く
、
『
宗
門
統
要
集
』
か
ら
引
用
し
た
弘
・
の
と
思
え
る
（
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏

雄
共
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
巻
一
、
亨
巴
山
、
臨
川
書
店
。
幾
以
下
【
典
籍
叢
刊
】
と
表
記
）
。
そ
れ
は
『
統
要
集
』
と
大
慧
が
、
『
伝

灯
録
』
と
は
異
な
っ
て
、
「
外
息
諸
縁
・
：
」
の
垂
示
と
問
答
と
の
間
に
「
一
日
…
」
と
し
て
、
あ
る
程
度
の
時
間
的
間
隔
を
置
い
て

い
る
か
ら
で
あ
る
（
下
線
部
①
）
。
何
故
に
大
慧
は
『
伝
灯
録
』
か
ら
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
時
間
的
間
隔
を
規
定
し
た
『
統
要
集
』

か
ら
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
関
し
て
は
、
こ
の
問
答
に
続
く
大
慧
の
壁
観
の
解
釈
を
見
れ
ば
理
解
出
来
る
。

そ
も
そ
も
こ
こ
に
引
用
し
た
「
答
劉
宝
学
書
」
は
、
大
慧
の
嗣
法
の
弟
子
で
あ
る
劉
彦
修
に
対
し
て
の
書
簡
で
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
、
劉
彦
修
の
弟
で
あ
り
、
後
に
朱
子
（
朱
烹
・
’
一
三
○
’
一
二
○
○
）
の
師
の
一
人
と
な
る
劉
彦
沖
（
劉
屏
山
、

二
○
一
’
一
一
四
七
）
が
、
黙
照
禅
に
傾
倒
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
該
引
用
部
に
も
彦

沖
の
言
葉
を
挙
げ
て
、
そ
の
境
地
の
解
釈
を
行
う
。

彦
沖
は
、
端
坐
黙
然
に
よ
っ
て
思
慮
分
別
が
無
く
な
り
、
事
物
に
執
着
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
未
だ
妄
念
に
打
ち
克

つ
こ
と
が
出
来
な
い
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
黙
坐
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
禅
定
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

大
慧
は
、
こ
の
彦
沖
の
述
べ
る
思
慮
分
別
の
滅
尽
（
使
慮
無
所
縁
）
を
達
摩
の
「
内
心
無
喘
」
に
当
て
、
事
物
に
執
着
し
な
い
こ

と
（
事
無
所
託
）
を
「
外
息
諸
縁
」
に
当
て
る
。
し
か
し
、
本
来
達
摩
の
垂
示
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
既
に
入
道
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
事
実
と
し
て
、
彦
沖
は
未
だ
妄
念
に
障
え
ら
れ
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
，

大
慧
の
壁
観
の
理
解
で
あ
る
。

大
慧
は
ま
た
当
時
の
思
想
を
う
け
て
、
壁
観
を
坐
禅
で
あ
る
と
も
解
し
て
い
る
。

承
る
に
、
「
門
を
杜
じ
て
壁
観
す
」
と
。
此
れ
心
を
息
む
る
良
薬
な
り
。
若
し
更
に
故
紙
を
讃
ら
ぱ
、
定
め
て
蔵
識
中
の
無

く
川
）

始
時
来
の
生
死
の
根
苗
を
引
き
起
こ
し
、
善
根
の
難
と
作
り
、
障
道
の
難
と
作
る
こ
と
、
疑
い
無
し
（
答
汪
内
翰
書
・
弓
（
『
‐
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大
慧
に
と
っ
て
坐
禅
と
は
、
四
威
儀
の
一
つ
と
し
て
の
坐
禅
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
っ
て
、
坐
禅
を
排
す
る
こ
と
も
無
い
代
わ

り
に
、
坐
禅
の
み
を
特
別
視
す
る
こ
と
も
な
い
。
む
し
ろ
大
慧
は
、
坐
禅
に
よ
っ
て
実
現
す
る
禅
定
の
境
界
を
、
「
坐
す
る
こ
と

こ
こ
で
、
大
慧
は
明
確
に
は
壁
観
を
坐
禅
で
あ
る
と
は
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
後
に
続
く
黙
照
禅
批
判
か
ら
、
大
慧
が
壁
観
を

坐
禅
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。

（
〃
）

そ
も
そ
も
大
慧
が
黙
照
禅
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
、
大
慧
が
坐
禅
そ
の
も
の
を
批
判
し
た
の
だ
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
説
が
起
こ
る
背
景
に
は
、
大
慧
が
坐
禅
を
重
視
す
る
禅
者
を
尽
く
批
判
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、

大
慧
は
坐
禅
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
訳
で
は
な
い
。
四
巻
本
『
大
慧
普
説
』
巻
二
「
告
香
普
説
」
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

近
来
、
諸
方
板
を
打
っ
て
坐
禅
す
。
若
し
荘
景
を
要
せ
ぱ
即
ち
得
。
我
れ
作
の
坐
し
て
定
を
得
ろ
を
信
ぜ
ず
。
住
々
に
態

い

歴
に
道
う
を
聞
い
て
、
却
っ
て
調
う
、
妙
喜
人
を
し
て
坐
禅
せ
し
め
ず
、
と
。
又
た
是
れ
錯
認
な
り
。
何
ぞ
曽
て
方
便
を
解

せ
ん
や
。
我
れ
只
だ
、
体
の
行
も
亦
た
禅
、
坐
も
亦
た
禅
、
語
黙
動
静
、
体
安
然
な
る
こ
と
を
要
す
。
山
僧
、
有
る
時
、
夜

お
も

裏
に
睡
す
。
縄
か
に
覚
め
て
、
便
ち
起
き
来
っ
て
坐
す
。
坐
す
る
こ
と
既
に
久
し
く
し
て
、
都
て
所
思
無
し
。
自
ら
謂
う
、

■
」

も
つ

諸
仏
の
境
界
、
ロ
〈
だ
這
是
れ
の
み
、
と
。
然
れ
ど
も
把
て
極
則
と
為
す
こ
と
を
要
せ
ず
。
是
れ
放
身
命
の
処
な
ら
ず
、
況
ん

は
じ

や
更
に
、
静
は
是
れ
根
本
、
悟
は
是
れ
枝
葉
と
一
三
口
わ
ん
や
。
此
の
処
人
を
誤
ら
す
。
諸
方
は
説
く
、
静
に
し
了
わ
っ
て
方
め

は
じ

て
悟
る
、
と
。
我
は
是
れ
、
悟
り
了
わ
っ
て
方
め
て
静
な
り
。
敢
え
て
相
い
臓
ぜ
ず
。
未
だ
悟
ら
ざ
る
時
心
識
紛
飛
す
。
悟

は
じ

｛
肥
）

り
了
わ
っ
て
方
め
て
貼
貼
地
な
り
（
典
籍
叢
刊
』
‐
山
○
○
ｓ
）
。

＠
ｍ
ｍ
ワ
）
。
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お
も

》
』

既
に
久
し
く
し
て
、
都
て
所
思
無
し
。
自
ら
謂
う
、
諸
仏
の
境
界
、
ロ
〈
だ
道
是
れ
の
み
」
と
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大

慧
は
そ
の
境
界
を
未
だ
「
極
則
」
と
は
見
て
い
な
い
。
当
時
、
そ
の
よ
う
な
禅
定
に
よ
る
境
界
を
極
則
と
見
な
す
禅
者
が
多
く
存

在
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
邪
師
の
影
響
を
受
け
た
学
人
の
例
が
、
こ
こ
に
挙
げ
る
彦
沖
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
坐
禅
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

の
禅
定
を
実
現
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
入
道
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
学
人
が
当
時
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
坐
禅
が

禅
の
基
本
的
な
修
道
の
法
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
問
題
は
そ
の
坐
禅
の
内
容
で
あ
り
、
煩
悩
を
根
本
か
ら

（
い
）

断
ち
切
る
「
悟
」
の
実
現
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
坐
禅
は
方
便
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
方
便
と
は
、
坐
禅
を
前
提
と
せ
ず
、
坐
相

に
執
着
し
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

で
は
大
慧
は
そ
の
点
を
如
何
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
た
め
に
大
慧
は
こ
の
問
答
に
独
自
の
解
釈
を
加
え
る
の

慧
可
は
、
「
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
」
を
あ
る
程
度
実
現
し
な
が
ら
も
、
た
だ
そ
れ
に
よ
る
ば
か
り
で
自
ら
の
心
中
を
徹
見
す
る

こ
と
な
く
、
経
典
か
ら
の
一
言
葉
を
引
用
し
て
、
口
頭
で
心
性
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
達
摩
は
慧

可
を
徹
底
し
て
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
慧
可
は
心
の
働
き
よ
う
が
無
く
な
っ
て
、
つ
い
に
「
方
始
退
歩
」
す
る
こ
と
が

●
●

出
来
、
「
心
如
縞
壁
」
と
い
う
言
葉
は
達
摩
の
真
実
の
法
門
で
は
な
い
一
」
と
を
悟
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
方
始
退
歩
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
日
常
的
歩
み
を
止
め
て
内
的
自
己
を
照
顧
す
る
こ
と
で
あ
り
、

（加）

大
疑
に
到
る
過
程
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
大
慧
独
自
の
解
釈
で
あ
る
。
『
伝
灯
録
』
等
、
他
の
資
料
に
は
無
い
。
で
は
何
故
こ
の
よ
う

（加）

大
疑
に
到
る
過
程
で
ｊ
Ｄ
あ
る
。
こ
れ
匹

な
解
釈
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

で
あ
る
。

そ
れ
は
、
慧
可
が
「
心
如
縞
壁
」
の
う
ち
、
「
摘
壁
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
頓
に
諸
縁
を
息
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
理
を
悟
っ

た
の
だ
と
述
べ
る
た
め
で
あ
る
（
下
線
部
②
）
。
つ
ま
り
そ
れ
は
大
悟
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
こ
そ
、
「
方
始
退
歩
」
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こ
の
よ
う
な
大
慧
の
主
張
は
、
話
頭
の
工
夫
に
関
す
る
主
張
と
同
様
で
あ
る
。
以
下
の
引
用
は
大
慧
の
無
字
の
工
夫
の
典
型
的

な
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
る
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
「
心
如
摘
壁
」
と
い
う
こ
と
が
無
心
の
境
地
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
無
心
の
実
現
の
意
味

に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
心
如
縞
壁
」
と
い
う
言
葉
は
達
摩
の
主
張
で
あ
っ
て
慧
可
の
体
験
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
大
慧
の
主

張
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
漸
次
に
「
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
」
を
行
ず
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
退
歩
し
て
反
省
し
、
「
摘
壁
」

と
い
う
語
に
つ
い
て
実
際
に
頓
に
諸
縁
を
止
め
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
「
心
如
縞
壁
」
の
境
地
で
あ
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
大
慧
は
徹
底
し
て
慧
可
が
自
ら
親
証
親
悟
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
。
慧
可
が
述
べ
た
「
了
了
常
知
故
、
言
之

不
可
及
」
と
い
う
言
葉
さ
え
も
、
達
摩
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
言
葉
で
あ
っ
て
、
真
実
に
慧
可
の
心
中
か
ら
出
た
言
葉
で
は
な
い
と

す
る
の
で
あ
る
。

よ
お

此
く
の
如
き
等
の
事
、
他
に
求
む
る
を
仮
ら
ず
。
他
の
力
を
借
り
ず
ｊ
」
て
、
自
然
に
縁
に
応
ず
る
処
に
向
い
て
、
活
鰭
鰻

地
な
り
。
未
だ
此
く
の
如
き
を
得
ざ
れ
ぱ
、
且
く
道
の
世
間
塵
労
を
思
量
す
る
底
の
心
を
将
っ
て
、
思
量
の
及
ば
ざ
る
処
に

は

回
在
し
、
試
み
に
思
量
し
看
よ
。
那
箇
か
是
れ
思
量
の
及
ば
ざ
る
処
。
僧
、
趙
州
に
問
う
、
狗
子
に
還
た
仏
性
有
ｈ
ソ
や
。
州

も
な
に

云
く
、
無
。
ロ
〈
だ
這
の
一
宇
、
儘
し
爾
に
甚
麿
か
の
伎
儒
有
ら
ば
、
請
う
、
安
排
し
看
よ
、
請
う
、
計
較
し
看
よ
。
思
量
・

計
較
・
安
排
、
以
て
頓
放
す
べ
き
処
無
く
、
只
だ
肚
裏
の
悶
え
、
心
頭
の
煩
悩
す
る
を
覚
得
す
る
時
、
正
に
是
れ
好
底
の
時

節
な
り
。
第
八
識
も
相
い
次
い
で
行
ぜ
ず
。
此
く
の
如
く
に
覚
得
す
る
時
、
放
却
せ
ん
と
要
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
只
だ
這
の

＊
＊

（
劃
）

無
字
上
に
就
い
て
提
櫛
せ
よ
。
提
棚
し
来
た
ｈ
ソ
、
提
棚
し
去
ら
ぱ
、
生
処
は
自
ら
熟
し
、
熟
処
は
自
ら
生
と
な
ら
ん
（
答
栄

侍
郎
書
・
弓
ミ
ー
窟
①
ワ
）
。

＊
熱
Ⅱ
熟
（
『
大
日
本
校
訂
蔵
経
』
巻
六
○
所
収
『
大
慧
書
』
）
。
弓
合
）
で
は
、
「
熱
」
と
作
る
が
、
文
脈
か
ら
推
し
て
「
熟
」
を
と
る
。
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つ
ま
り
、
こ
こ
に
到
っ
て
、
達
摩
の
壁
観
は
面
壁
黙
坐
か
ら
完
全
に
離
れ
、
た
だ
「
摘
壁
」
と
い
う
語
を
工
夫
す
る
と
い
う
話

頭
工
夫
と
な
る
の
で
あ
る
。
大
慧
が
達
摩
の
垂
示
と
問
答
と
の
間
に
時
間
的
間
隔
を
規
定
し
て
い
る
理
由
も
、
こ
の
よ
う
な
大
慧

の
壁
観
の
理
解
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
慧
可
が
達
摩
に
よ
っ
て
大
疑
に
到
ら
し
め
ら
れ
る
過
程
を
よ
り
顕
著
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

大
慧
は
さ
ら
に
壁
観
に
つ
い
て
独
自
の
解
釈
を
す
る
。
そ
れ
は
禅
病
に
関
す
る
点
で
あ
る
が
、
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
た
い
。

禅
病
の
克
服

ａ
、
昔
、
達
磨
、
二
祖
に
謂
い
て
曰
く
、
「
汝
、
但
だ
外
諸
縁
を
息
め
、
内
心
喘
ぐ
こ
と
無
く
、
心
は
塙
壁
の
如
く
に
し
て
、
以
っ

み

て
道
に
入
る
べ
し
」
と
。
一
一
祖
種
々
に
心
を
説
き
性
を
説
き
、
文
字
を
引
い
て
証
と
作
す
も
、
並
な
達
磨
の
意
に
契
わ
ず
。

前
に
云
う
所
の
忘
懐
・
著
意
、
正
に
此
れ
を
謂
う
な
り
。
若
し
著
意
せ
ざ
れ
ぱ
、
則
ち
諸
縁
息
む
。
若
し
忘
懐
せ
ざ
れ
ぱ
、

則
ち
内
心
定
ま
る
。
内
心
定
ま
れ
ば
、
則
ち
自
然
に
塙
壁
と
殊
な
る
こ
と
無
く
、
亦
た
心
を
将
っ
て
安
排
計
度
す
る
こ
と

も
ち

た

を
箸
い
ざ
れ
ぱ
、
然
る
後
に
塙
壁
の
如
く
な
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
但
口
〈
だ
疑
の
破
れ
ざ
る
処
に
就
い
て
参
ぜ
よ
・
参
ず

ま
ま

る
時
、
切
に
忌
む
、
心
を
将
っ
て
悟
を
等
つ
一
」
と
を
。
若
し
心
を
将
っ
て
悟
を
等
た
ぱ
、
則
ち
没
交
渉
な
り
。
生
死
の
心
、

未
だ
破
れ
ず
ん
ば
、
則
ち
全
体
是
れ
一
団
の
疑
情
な
り
。
只
だ
疑
情
の
窟
裏
に
就
い
て
箇
の
話
頭
を
挙
せ
。
僧
、
趙
州
に

は

問
う
、
「
狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
や
」
。
州
云
く
、
「
無
」
と
。
行
住
坐
臥
、
間
断
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
妄
念
起
こ
る
時
も
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こ
こ
に
見
え
る
「
昏
沈
」
と
「
棹
挙
」
と
い
う
言
葉
は
禅
病
の
こ
と
で
あ
る
。
昏
沈
と
は
、
心
が
盲
昧
と
し
、
沈
露
と
な
る
こ
と

（
湖
）

で
あ
り
、
そ
れ
と
は
反
対
に
棹
挙
と
は
、
心
が
高
ぶ
っ
て
興
奮
す
る
こ
と
を
二
口
う
。
大
慧
は
こ
れ
ら
の
表
現
以
外
に
も
、
「
棹
挙
」

（
郡
）

の
系
列
に
「
著
意
」
「
管
帯
」
を
挙
げ
、
「
昏
沈
」
の
系
列
に
「
と
心
懐
」
「
黙
照
」
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
種
の
禅
病
は
、
特
に
止

あ
つ
な
っ

た

亦
た
心
を
将
っ
て
逼
捺
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
但
口
〈
だ
此
の
話
頭
を
挙
せ
。
静
坐
せ
ん
と
要
し
、
総
か
に
昏
沈
を
覚
さ
ば
、

い
っ
し
ょ
に

便
ち
精
神
を
科
撤
し
て
此
の
話
を
挙
せ
。
忽
地
に
膳
老
婆
の
、
火
を
吹
い
て
眉
毛
眼
腱
を
和
し
て
一
時
に
焼
き
了
わ
る

よ
○
ぶ

が
如
く
な
ら
ん
。
是
れ
差
事
に
あ
ら
ず
。
此
く
の
如
く
し
了
わ
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
忘
懐
山
円
》
也
た
得
し
、
著
意
も
也
た
得
し
、

よ
よ

静
も
也
た
得
し
、
闇
も
也
た
得
し
・
全
体
輪
回
の
中
に
在
り
と
雄
山
い
）
、
亦
た
輪
回
の
所
転
を
被
ら
ず
、
輪
回
を
借
り
て
源

も
ち

戯
の
場
と
為
さ
ん
。
這
箇
の
田
地
に
到
り
得
れ
ば
、
亦
た
心
を
将
っ
て
和
会
す
る
こ
と
を
箸
い
ざ
る
ｊ
四
）
、
自
然
に
一
片
と

は
じ
め

成
ら
ん
。
却
っ
て
一
一
一
教
の
聖
人
の
所
説
の
法
を
将
っ
て
、
頭
よ
り
試
み
に
看
る
こ
と
一
遍
せ
よ
。
尽
く
自
家
屋
裏
の
事
を

説
い
て
、
更
に
一
宇
の
増
減
も
無
し
。
若
し
是
く
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ぱ
、
縦
い
勤
苦
修
行
し
て
塵
沙
の
劫
を
経
て
、
此
の

い
た
丁

事
を
明
ら
め
ん
と
欲
す
れ
ど
ｊ
い
）
、
徒
自
ら
に
疲
労
す
る
の
み
。
忘
懐
・
著
意
、
一
一
つ
倶
に
蹉
過
す
。
忘
懐
せ
ず
、
著
意
せ

ず
、
是
れ
箇
の
甚
慶
ぞ
。
咄
。
更
に
是
れ
箇
の
甚
磨
ぞ
。
大
任
通
判
学
士
、
但
だ
悠
歴
に
参
ぜ
よ
・
此
の
外
に
別
に
道
理

（
型
）

無
し
（
四
巻
本
『
普
説
』
巻
四
・
示
王
通
判
大
任
・
典
籍
叢
刊
心
‐
い
］
ゴ
ウ
）
。

ｂ
、
第
一
に
昏
沈
を
要
す
る
こ
と
莫
れ
、
昏
沈
せ
ぱ
則
ち
鬼
窟
裏
に
坐
在
す
。
又
た
棹
挙
を
得
ざ
れ
、
棹
挙
せ
ぱ
則
ち
業
識

忙
忙
た
り
。
所
謂
る
、
外
に
諸
縁
を
息
め
、
内
心
喘
ぐ
こ
と
無
く
、
心
塙
壁
の
如
く
に
し
て
、
以
っ
て
道
に
入
る
べ
し
。

是
く
の
如
く
な
ら
ぱ
則
ち
箸
意
す
る
も
也
た
得
ず
、
忘
懐
す
る
も
也
た
得
ず
。
忘
懐
せ
ず
、
著
意
せ
ず
、
是
れ
箇
の
甚
麿
ぞ
。

（
鋤
》

喝
一
喝
し
て
一
万
く
、
喚
ん
で
竹
箆
と
作
さ
ば
即
ち
触
る
、
喚
ん
で
竹
箆
と
作
さ
ざ
れ
ぱ
即
ち
背
く
。
下
座
す
（
四
巻
本
『
普

説
』
巻
二
・
告
香
普
説
・
典
籍
叢
刊
ム
ー
ｇ
○
つ
）
。
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（郡）

観
を
行
ず
る
場
合
注
意
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
『
大
乗
起
信
論
』
や
『
天
台
小
止
観
』
に
山
。
見
え
る
。

ａ
で
は
、
大
慧
は
、
昏
沈
（
忘
懐
）
と
棹
挙
（
著
意
）
の
そ
れ
ぞ
れ
を
達
摩
の
壁
観
に
当
て
は
め
て
説
く
。
棹
挙
し
な
け
れ
ば
「
諸

縁
息
」
で
あ
り
、
昏
沈
し
な
け
れ
ば
「
内
心
定
」
で
あ
り
、
そ
し
て
、
昏
沈
・
棹
挙
共
に
離
れ
て
「
心
如
糖
壁
」
の
境
地
に
到
る
べ

き
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
為
に
は
端
的
に
生
死
の
心
が
う
ち
破
れ
ぬ
心
、
つ
ま
り
「
疑
団
」
の
中
に
没
入
し
、
一
心
に
話
頭
工

夫
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
四
威
儀
の
全
て
に
渉
っ
て
そ
の
よ
う
な
工
夫
を
続
け
れ
ば
、
や
が
て
頓
悟
に
到
り
、

一
旦
排
除
さ
れ
た
昏
沈
・
棹
挙
を
改
め
て
受
容
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昏
沈
・
棹
挙
を
離
れ
る

こ
と
が
入
道
で
あ
る
と
い
う
「
外
息
諸
縁
…
」
の
説
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
方
、
ｂ
で
は
、
昏
沈
と
悼
挙
の
両
方
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
「
外
息
諸
縁
…
」
の
壁
観
の
真
意
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
を

そ
の
ま
ま
「
首
山
竹
箆
」
の
話
頭
に
転
換
す
る
。
昏
沈
と
棹
挙
と
い
う
禅
病
へ
の
対
処
を
、
大
慧
は
竹
箆
と
喚
べ
ぱ
打
つ
、
竹
箆

と
喚
ぱ
な
け
れ
ば
ま
た
打
つ
、
と
い
う
矛
盾
律
を
提
示
す
る
、
話
頭
の
工
夫
に
変
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
大
慧
の
主
張
す
る
話
頭
の
工
夫
と
は
一
体
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
か
。
大
慧
は
そ
の
点
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ワｏｏ

（
郡
）

さ
ら
に
、
四
巻
本
『
普
説
』
巻
一
二
「
陳
氏
法
空
請
普
説
」
で
は
、
『
百
丈
広
録
』
か
ら
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

⑭
＠
ｍ
②
）
。

ゆ
ろ

雑
念
起
こ
る
時
、
但
だ
話
頭
を
挙
せ
。
蓋
’
し
話
頭
は
大
火
聚
の
如
し
。
蚊
納
蝋
蟻
の
泊
す
る
所
を
容
さ
ず
、
挙
し
来
た

ゆ
（
”
）

り
挙
し
去
ら
ぱ
、
日
月
浸
久
し
て
、
忽
然
と
し
て
心
の
之
く
所
無
く
、
覚
え
ず
噴
地
一
発
せ
ん
（
示
羅
知
県
孟
弼
・
曰
←
『
‐
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こ
の
二
つ
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
話
頭
は
般
若
智
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
例
え
ば
蚊
の
よ
う
な
小
虫
は
何
処
に
で
も
泊
る

こ
と
が
で
き
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
た
だ
燃
え
盛
る
炎
の
上
に
は
泊
る
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
に
、
般
若
智
で
あ
る
話
頭
に
は
、
心

意
識
を
働
か
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
話
頭
は
如
何
な
る
思
量
分
別
に
よ
っ
て
も
解
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
煩
悩
と
の
相
対
的
関
係
か
ら
言
え
ば
、
話
頭
そ
れ
自
体
が
一
切
の
分
別
を
排
除
す
る
性
質
を
持
つ
も
の
で

あ
る
故
、
煩
悩
の
一
切
を
除
却
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
に
「
疑
団
」
の
凝
結
と
打
破
が
あ
る
の
で
あ
る
。

先
に
、
達
摩
の
壁
観
が
般
若
空
の
実
践
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
大
慧
は
壁
観
を
坐
禅
行
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
内

容
は
般
若
智
そ
の
も
の
で
あ
る
話
頭
の
工
夫
で
あ
っ
た
。
実
践
と
し
て
は
無
字
の
工
夫
は
一
種
の
禅
定
で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、

話
頭
の
工
夫
は
単
な
る
禅
定
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
壁
観
そ
の
も
の
で
あ
る
。

壁
観
は
理
入
の
行
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
性
清
浄
心
へ
の
信
解
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
大
慧
の
立
場
は
そ
の
自
性
清
浄
心
を
そ

の
ま
ま
信
解
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
一
旦
生
死
的
存
在
で
あ
る
自
ら
の
実
存
性
を
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
疑
団
を
起
こ
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
疑
を
話
頭
に
移
し
代
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
凝
結
し
た
疑
団
を
主
体
的
に
打
ち
破
り
、
改
め
て
本
来
的
自
性
清
浄

心
を
受
容
す
る
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
信
と
疑
は
一
体
で
あ
る
と
言
え
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
徹
底
し
た
信
を
確

立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
四
威
儀
に
渉
る
話
頭
の
工
夫
を
通
し
て
意
識
を
集
中
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
悟
に
到

る
、
こ
れ
が
大
慧
の
主
張
す
る
看
話
禅
で
あ
り
、
壁
観
で
あ
り
、
坐
禅
な
の
で
あ
る
。

達
摩
の
壁
観
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
面
壁
黙
坐
と
の
み
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
達
摩
の
真
意
が
誤
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

あ
ち
こ
ち

然
も
般
若
上
に
亦
た
心
を
用
い
る
処
無
し
。
醤
え
ば
太
末
の
虫
、
在
処
に
能
く
泊
れ
ど
も
、
而
迎
。
火
焔
の
上
に
泊
ま
る
こ

あ
ち
こ
ち

と
能
わ
ざ
る
が
如
し
。
蓋
し
火
焔
の
上
は
是
れ
他
の
喪
身
失
命
の
処
な
り
。
衆
生
の
心
識
、
在
処
に
能
く
縁
ず
れ
ど
氷
。
、
而

〈
割
）

も
般
若
の
智
焔
の
上
に
縁
ず
る
こ
と
能
わ
ず
。
蓋
し
般
若
の
智
焔
の
上
、
作
の
棲
泊
す
る
処
無
し
（
典
籍
叢
刊
←
‐
四
ｍ
ｍ
す
）
。
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以
上
、
大
慧
の
壁
観
の
理
解
を
通
し
て
、
黙
照
禅
批
判
の
根
拠
と
、
看
話
禅
の
坐
禅
観
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

達
摩
が
主
張
し
た
壁
観
は
、
本
来
坐
禅
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ざ
る
般
若
空
の
境
地
の
説
示
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

般
若
主
義
を
前
面
に
押
し
出
し
た
六
祖
慧
能
（
六
三
八
’
七
一
三
）
、
荷
沢
神
会
（
六
八
四
’
七
五
八
）
以
後
、
中
国
の
禅
は
む
し

一
」

ろ
坐
法
と
し
て
の
坐
禅
を
否
定
す
る
方
向
へ
進
む
。
例
え
ば
、
慧
能
は
坐
禅
を
定
義
し
て
「
今
、
汝
に
記
す
、
是
此
の
法
門
中
、

ゆ

何
を
か
座
禅
と
名
づ
く
。
此
の
法
門
中
、
一
切
無
擬
な
り
。
外
の
一
切
境
界
上
に
於
い
て
念
の
去
か
ざ
る
を
座
と
為
し
、
本
を
見

マ
マ

（”）

て
姓
乱
れ
ざ
ろ
を
禅
と
為
す
（
『
六
祖
壇
経
』
弓
←
ぬ
‐
団
①
②
）
と
述
べ
、
神
会
は
「
今
、
坐
と
言
う
は
、
念
起
こ
ら
ざ
る
を
坐
と
為
し
、
今
、

〈
抑
）

禅
と
言
う
は
、
本
性
を
見
ろ
を
禅
と
為
す
」
（
『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』
胡
適
本
己
・
口
の
の
）
と
述
べ
る
。
更
に
南
嶽
懐
譲
（
六
七
七
’

七
四
四
）
と
馬
祖
道
一
（
七
○
九
’
七
八
八
）
と
の
間
の
「
磨
噂
作
鏡
」
話
の
中
で
、
南
嶽
が
馬
祖
に
対
し
、
「
若
し
坐
相
に
執
す
れ

ば
、
其
の
理
に
達
す
る
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
南
嶽
が
馬
祖
に
対
し
て
、
坐
相
に
執
着
し
て
い
る
限
り
悟
り
を
実
現
す
る
こ
と
は

（
犯
）

出
来
な
い
の
だ
、
と
注
意
を
促
し
て
い
る
こ
と
に
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

し
か
し
宋
代
の
頃
に
は
、
派
に
か
か
わ
ら
ず
坐
禅
は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
も
そ
も
表
面
的
に
は
坐
禅
は
否
定
さ
れ

て
は
い
た
も
の
の
、
や
は
り
坐
禅
が
禅
者
に
と
っ
て
重
要
な
修
行
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
無
い
。
事
実
多
く
の
禅
者
が
、

坐
法
や
そ
の
内
容
を
定
義
し
た
「
坐
禅
儀
」
の
類
を
残
し
て
い
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
坐
法
を
定
義
し
た
「
坐
禅
儀
」
と
、
そ
の

内
容
を
表
現
し
た
「
坐
禅
蔵
」
や
「
坐
禅
銘
」
は
相
違
す
る
が
、
坐
禅
を
主
要
な
問
題
と
し
て
い
る
点
で
は
同
義
で
あ
る
。
そ
し

た
。
し
か
も
、
大
慧
の
在
世
中
、
「
悟
」
を
擦
無
し
、
坐
相
に
執
着
す
る
禅
者
が
多
く
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
承
け

て
、
大
慧
は
改
め
て
壁
観
に
つ
い
て
新
し
い
解
釈
を
加
え
、
新
た
な
坐
禅
法
を
主
張
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め
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目
今
⑭
」
Ｃ
心
、
す
）
、
百

弓
金
‐
①
、
、
）
等
は
、

て
、
そ
の
よ
う
な
「
坐
禅
儀
」
の
著
作
が
、
宋
代
以
後
増
加
す
る
の
で
あ
る
。
杭
州
五
雲
「
坐
禅
嬢
」
（
『
伝
灯
録
』
巻
三
○
所
収
・

弓
巴
‐
急
Ｃ
Ｄ
）
、
同
安
常
察
「
坐
禅
銘
」
（
『
禅
門
諸
祖
師
偏
頌
』
巻
一
・
日
］
①
‐
①
］
①
、
）
、
仏
眼
清
遠
「
坐
禅
儀
」
（
『
総
門
警
訓
』
巻
二
・

弓
お
‐
］
Ｃ
あ
す
）
、
長
薗
宗
蹟
「
坐
禅
儀
」
（
『
総
門
警
訓
』
巻
一
・
量
⑪
‐
Ｓ
ｓ
ｓ
他
）
、
宏
智
正
覚
「
坐
禅
麓
」
（
『
宏
智
語
録
』
巻
八
・

こ
の
時
代
、
相
次
い
で
こ
の
よ
う
な
坐
禅
を
定
義
し
た
「
坐
禅
儀
」
の
類
が
著
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
唐
代
禅
が
一
禅
者
の

個
性
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
宋
代
禅
が
組
織
化
し
た
「
集
団
」
の
禅
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
え

る
。
「
集
団
」
に
は
専
門
の
修
行
僧
の
増
加
の
み
で
は
な
く
、
在
俗
の
修
禅
者
、
つ
ま
り
士
大
夫
の
参
禅
の
増
加
を
も
含
む
。
そ
の

（
抑
）

よ
う
な
集
団
を
単
位
と
す
る
一
示
教
の
場
合
、
原
理
が
先
行
し
、
形
式
化
、
形
骸
化
へ
傾
く
こ
と
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
坐
法
を
定

義
し
た
「
坐
禅
儀
」
も
そ
の
一
つ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
背
景
を
う
け
、
や
が
て
壁
観
は
単
純
に
「
面
壁
」
と
解
さ

れ
、
黙
然
と
面
壁
す
る
こ
と
の
み
が
坐
禅
の
当
体
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
黙
照
禅
者
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
誤
解
を
改
め
る
為
に
、
大
慧
は
、
敢
え
て
当
時
面
壁
坐
禅
と
の
み
解
さ
れ
て
い
た
達
摩
の
壁
観
を
取
り
上
げ
て
改

め
て
解
釈
を
加
え
、
新
し
い
方
法
論
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
無
字
」
の
工
夫
を
中
心
と
し
た
看
話
禅
の
主
張
で
あ
る
。

達
摩
の
壁
観
は
、
般
若
思
想
や
坐
禅
の
実
践
が
表
面
化
す
る
以
前
に
帰
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
再
び
柳
田
氏
の
言
葉

を
挙
げ
る
と
、
「
般
若
の
実
践
は
、
繁
説
を
要
し
な
い
。
む
し
ろ
、
短
言
寸
句
で
用
は
足
る
。
問
題
は
、
そ
こ
に
生
き
た
作
用
を

生
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
」
と
達
摩
の
壁
観
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
「
煩
悩
対
治
の
禅
よ
り
自
性
清
浄
心
の
禅
へ

の
回
帰
を
実
現
し
、
此
ま
で
の
諸
教
学
を
再
編
せ
し
め
た
の
が
、
ダ
ル
マ
を
祖
と
す
る
初
期
禅
宗
の
人
々
で
あ
る
」
（
柳
田
全
集
宇

亨
ｇ
）
と
述
べ
る
。
そ
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
た
も
の
が
看
話
禅
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
看
話
禅
は
、
達
摩
以
来
の
諸
課
題
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
さ
ら
に
達
摩
の
真
意
に
端
的
に
回
帰
す
る
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
と
言
え
よ
う
。
大
慧
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
看
話
の
工
夫
に
よ
る
「
悟
」
の
実
現
で
あ
っ
た
。
宋
代
の
成
熟
し
た
禅
を
根
本
へ

そ
の
例
で
あ
る
。
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引
き
戻
す
に
は
、
新
た
な
主
張
し
か
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
「
近
年
鍍
林
有
一
種
邪
禅
、
以
閉
目
蔵
鯖
、
觜
圃
都
地
作
妄
想
、
謂
之
不
思
議
事
、
亦
謂
之
威
音
那
畔
空
劫
己
前
事
、
縄
開
口
便
喚
作
落
今
時
。
亦
謂
之
根

本
上
事
、
亦
謂
之
浄
極
光
通
達
、
以
悟
為
落
在
第
二
頭
、
以
悟
為
枝
葉
辺
事
。
蓋
渠
初
発
歩
時
便
錯
了
、
亦
不
知
是
錯
、
以
悟
為
建
立
。
既
自
無
悟
門
、

亦
不
信
有
悟
者
。
這
般
底
謂
之
誇
大
般
若
、
断
仏
慧
命
」
。

（
２
）
ダ
ル
マ
に
は
「
達
磨
」
と
「
達
摩
」
の
表
記
が
あ
る
が
、
一
般
に
、
前
者
は
『
伝
灯
録
』
以
後
の
公
案
化
さ
れ
た
ダ
ル
マ
後
者
は
歴
史
上
の
ダ
ル
マ
と

使
用
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
本
論
で
は
主
に
歴
史
上
の
ダ
ル
マ
の
主
張
を
扱
う
こ
と
か
ら
、
「
達
摩
」
で
統
一
す
る
。

（
３
）
「
時
悲
蠅
だ
道
育
、
恵
可
な
ろ
も
の
有
り
、
此
の
二
沙
門
の
み
は
、
そ
の
年
後
生
な
り
と
錐
も
、
俊
志
高
遠
に
し
て
、
法
師
に
逢
え
る
こ
と
を
幸
い
と
し
、

之
に
事
う
ろ
こ
と
数
戟
、
塵
恭
に
諮
啓
し
て
、
善
く
師
意
を
蕊
ろ
。
法
師
も
其
の
綱
誠
に
感
じ
、
認
う
る
に
真
道
を
以
て
す
ら
く
、
『
是
の
如
く
に
安
心

し
、
是
の
如
く
に
発
行
し
、
是
の
如
く
に
物
に
順
い
、
是
の
如
く
に
方
便
す
る
、
此
は
是
れ
大
乗
安
心
の
法
な
り
、
錯
謬
す
る
こ
と
無
か
ら
令
め
よ
』
と
。

是
の
如
く
に
安
心
す
る
と
は
壁
観
、
是
の
如
く
に
発
行
す
る
と
は
四
行
、
是
の
如
く
に
物
に
順
う
と
は
、
識
嫌
を
防
護
し
、
是
の
如
く
に
方
便
す
る
と
は
、

其
を
し
て
箸
せ
ざ
ら
し
む
る
な
り
」
（
柳
田
聖
山
『
逮
摩
の
語
録
』
禅
の
語
録
一
、
一
九
六
九
年
、
筑
摩
書
房
、
石
・
囹
・
以
下
【
柳
田
達
摩
】
）
。

（
４
）
「
理
入
と
は
、
教
に
籍
り
て
宗
を
悟
り
、
深
く
含
生
の
凡
聖
同
一
真
性
に
し
て
、
但
だ
客
塵
に
妄
覆
せ
ら
れ
て
、
顕
了
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
な
る
こ
と

を
信
ず
る
を
調
う
。
若
し
妄
を
捨
て
て
真
に
帰
し
、
壁
観
に
凝
住
し
て
、
自
他
凡
聖
等
一
に
、
堅
住
し
て
移
ら
ず
、
更
に
文
教
に
随
わ
ざ
れ
ぱ
、
此
に
即

ち
理
と
真
符
し
て
、
分
別
有
る
こ
と
無
く
、
寂
然
と
し
て
無
為
な
る
を
、
之
を
理
入
と
名
づ
く
」
（
柳
田
達
摩
已
・
呂
）
。

（
５
）
「
四
念
処
」
と
は
、
印
度
仏
教
で
古
来
よ
り
修
さ
れ
て
い
た
禅
法
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
身
・
受
・
心
・
法
の
四
法
が
不
浄
で
あ
り
、
苦
で
あ
り
、
無
常
で
あ
り
、

無
我
で
あ
る
こ
と
を
観
察
す
る
方
法
で
あ
る
。
僧
稠
の
四
念
処
は
、
『
浬
繋
経
』
の
四
念
処
観
に
よ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
大
智
度
論
』
巻
十
九
に
も
、

三
十
七
品
の
修
道
を
説
く
内
に
、
そ
の
一
過
程
と
し
て
四
念
処
を
説
く
（
柳
田
全
集
１
．
℃
．
ｍ
②
）
。
僧
稠
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
（
同
轡
で
・
笛
，
い
の
）
に
詳
し
い
。
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（
６
）
「
大
乗
壁
観
功
業
最
高
。
在
世
学
流
帰
仰
如
市
。
然
而
翻
語
難
窮
、
厩
精
蓋
少
。
…
然
而
観
彼
両
宗
、
即
乗
之
二
軌
也
。
稠
懐
念
処
、
清
範
可
崇
。
摩
法
虚

宗
玄
旨
幽
鬮
。
可
崇
則
愉
事
易
顕
、
幽
醗
則
理
性
難
通
」
（
、
『
８
，
＄
①
。
）

（
７
）
轡
き
下
し
に
あ
た
っ
て
は
、
塚
本
善
隆
編
『
肇
論
研
究
』
（
昭
和
三
○
年
・
法
蔵
館
）
に
お
い
て
、
「
至
虚
無
生
」
を
「
至
虚
無
生
と
は
生
な
く
減
な
き
虚

の
極
致
と
も
い
ふ
べ
き
意
味
で
あ
っ
て
、
僧
砿
は
仏
教
の
空
を
此
の
四
字
で
一
応
説
明
し
て
ゐ
る
も
の
と
い
へ
る
」
ｓ
・
息
下
段
）
と
注
し
、
「
頃
爾
」
は

同
書
に
「
近
頃
」
（
巳
・
扇
）
と
訳
し
て
い
る
の
を
参
考
と
し
た
。

（
８
）
「
但
初
発
心
入
道
之
法
、
随
根
差
別
、
設
観
不
同
。
所
調
、
真
如
観
、
通
観
、
唯
識
観
、
空
観
、
無
相
観
、
仏
性
観
、
如
来
蔵
観
、
壁
観
、
盲
観
、
苦
無
常
観
、

無
我
観
、
数
息
観
、
不
浄
観
、
骨
観
、
一
切
処
観
、
八
勝
処
観
、
八
解
脱
観
、
一
切
入
観
等
。
並
於
修
道
初
門
、
随
病
施
設
、
拠
病
而
言
、
不
得
一
定
。
何
以
故
、

為
病
不
定
故
、
此
等
観
法
、
在
於
三
乗
小
乗
、
分
有
一
乗
見
聞
」
（
弓
怠
‐
、
Ｓ
ｍ
）
。

（
９
）
例
え
ば
、
北
宗
系
の
史
密
で
あ
る
『
梼
伽
師
資
記
』
の
四
祖
道
信
の
説
法
に
、
智
顔
の
『
証
心
論
』
が
智
懸
禅
師
訓
と
し
て
引
用
さ
れ
、
ま
た
そ
の
坐
禅

法
や
守
心
説
は
天
台
の
止
観
の
影
轡
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
行
三
昧
の
説
も
、
元
来
は
『
文
殊
説
般
若
経
』
に
よ
る
も
の
と
は
一
百
え
、
そ
れ
が
智

顔
に
よ
っ
て
四
極
三
昧
中
の
常
坐
三
昧
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

（
皿
）
元
来
、
こ
の
「
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
綱
壁
、
可
以
入
道
」
と
い
う
偶
は
、
逮
摩
の
語
録
と
さ
れ
て
き
た
『
少
室
六
門
集
』
「
第
三
門
、
二
極
入
」

の
末
尾
に
、
達
摩
の
二
入
四
行
に
つ
い
て
の
概
説
が
な
さ
れ
た
後
、
「
外
息
諸
縁
、
内
心
無
瑞
、
心
如
摘
壁
、
可
以
入
道
。
明
仏
心
宗
、
等
無
差
誤
、
行
解

相
応
、
名
之
曰
祖
」
（
巳
国
わ
ぢ
、
）
と
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宗
密
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
を
下
に
壁
観
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
Ｕ
黄
檗
の
『
宛
陵
録
』
に
、
「
所
以
達
摩
面
壁
、
都
不
令
人
有
見
処
」
と
有
り
、
こ
れ
が
原
本
の
時
点
（
八
五
七
年
）
か
ら
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
達
摩
の
壁
観

を
面
壁
と
解
す
る
最
初
の
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
宛
陵
録
』
を
含
む
『
伝
心
法
要
』
は
、
宋
代
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
論
で
は
参
考
に
留

厄
）
例
え
ば
宗
密
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
禅
の
在
り
方
に
対
す
る
疑
念
と
し
て
「
近
復
問
曰
、
浄
名
已
呵
宴
坐
、
荷
沢
毎
斥
凝
心
、
曹

渓
見
人
結
珈
、
曽
自
将
杖
打
起
。
今
問
汝
、
毎
因
教
誠
、
即
勧
坐
禅
、
禅
庵
羅
列
、
週
於
岩
堅
、
乖
宗
違
祖
、
吾
窃
疑
焉
」
（
鎌
田
本
ロ
・
沼
）
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
懲
可
や
神
会
が
坐
禅
を
排
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
清
規
の
成
立
に
よ
っ
て
坐
禅
が
日
常
化
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
旧
）
「
昔
達
磨
謂
二
祖
曰
、
汝
但
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
翻
壁
、
可
以
入
道
。
二
祖
種
種
説
心
説
性
、
倶
不
契
。
一
日
忽
然
省
得
達
磨
所
示
要
門
、
邇
白
達
磨
日
、

弟
子
此
回
始
息
諸
縁
也
。
達
磨
知
其
己
悟
、
更
不
窮
詰
、
只
曰
、
莫
成
断
滅
去
否
。
曰
、
無
。
達
磨
曰
、
子
作
慶
生
。
曰
、
了
了
常
知
故
、
言
之
不
可
及
。

達
磨
曰
、
此
乃
従
上
諸
仏
諸
祖
所
伝
心
体
、
汝
今
既
得
、
更
勿
疑
也
。
彦
沖
云
、
夜
夢
昼
思
、
十
年
之
間
、
未
能
全
克
。
或
端
坐
静
黙
、
一
空
其
心
、
使

慰
無
所
縁
、
事
無
所
託
、
頗
覚
軽
安
。
読
至
此
不
覚
失
笑
。
何
故
、
既
慮
無
所
縁
、
豈
非
達
磨
所
謂
内
心
無
喘
乎
。
事
無
所
託
、
豈
非
達
磨
所
謂
外
息
諸

縁
乎
。
二
祖
初
不
識
達
磨
所
示
方
便
、
将
調
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
可
以
説
心
説
性
、
説
道
説
理
、
引
文
字
証
拠
、
欲
求
印
可
。
所
以
達
磨
二
列
下
。

無
処
用
心
、
方
始
退
歩
、
思
量
心
如
摘
壁
之
語
非
達
磨
実
法
、
忽
然
於
摘
壁
上
頓
息
諸
縁
。
即
時
見
月
亡
指
、
便
道
、
了
了
常
知
故
、
言
之
不
可
及
。
此

め
る
こ
と
に
し
た
い
。
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元
）
例
え
ば
大
慧
は
、
「
退
歩
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
「
須
是
退
歩
虚
却
心
、
一
念
不
生
前
後
際
断
。
喚
作
竹
箆
即
触
、
不
喚
作
竹
箆
即
背
。
自
然
現
前
」

（
四
巻
本
『
普
説
』
巻
一
・
蔓
上
座
謂
普
説
・
典
籍
鍍
刊
や
】
ミ
ウ
）
。

（
印
）
「
如
此
等
事
、
不
仮
他
求
。
不
借
他
力
、
自
然
向
応
縁
処
、
活
醗
醗
地
。
未
得
如
此
、
且
将
道
思
量
世
間
塵
労
底
心
、
回
在
思
量
不
及
処
、
試
思
量
看
。
那

箇
是
思
量
不
及
処
。
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
只
這
一
宇
、
儘
爾
有
甚
歴
伎
彌
、
請
安
排
看
、
請
計
較
看
。
思
量
計
較
安
排
、
無

（
旧
）
大
意
は
別
の
箇
所
で
次
の
よ
う
に
も
い
う
「
忽
然
得
人
指
令
、
向
静
黙
処
倣
Ｔ
夫
、
乍
得
胸
中
無
事
、
便
認
著
以
為
究
寛
安
楽
。
殊
不
知
似
石
圧
草
。
錐

暫
覚
絶
消
息
、
奈
何
根
株
猶
在
。
寧
有
証
徹
寂
滅
之
期
」
（
答
富
枢
密
・
、
ｚ
『
と
巴
の
）
。
静
坐
は
一
時
的
な
安
心
の
方
便
で
あ
っ
て
、
煩
悩
を
根
本
か
ら
断

長
薗
宗
顧
（
生
没
年
不
詳
）
は
雲
門
宗
、
長
蔵
応
夫
の
法
嗣
で
あ
る
。
念
仏
禅
を
主
張
し
た
禅
者
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
ま
た
『
禅
苑
清
規
』
十
巻
を
著

し
て
、
叢
林
の
規
矩
を
確
立
す
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
中
に
「
坐
禅
儀
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
黙
照
禅
と
は
、
坐
禅
を
重

視
し
た
禅
風
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
薗
宗
顧
が
「
坐
禅
儀
」
を
著
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
説
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

実
際
に
は
大
懲
が
長
薗
宗
頤
を
批
判
し
た
事
実
は
無
い
。

（
旧
）
「
近
来
諸
方
打
板
坐
禅
。
若
要
荘
景
即
得
。
我
不
信
休
坐
得
定
。
往
往
聞
悠
磨
道
、
却
調
、
妙
喜
不
教
人
坐
禅
。
又
是
錯
認
。
何
曽
解
方
便
。
我
只
要
作
行

亦
禅
坐
亦
禅
、
語
黙
動
静
、
体
安
然
。
山
僧
有
時
夜
裏
睡
。
縄
覚
、
便
起
来
坐
。
坐
既
久
、
都
無
所
思
。
自
讃
、
諸
仏
境
界
只
這
是
。
然
不
要
把
為
極
則
。

不
是
放
身
命
処
、
況
更
言
、
静
是
根
本
、
悟
是
枝
葉
。
此
処
誤
人
。
諸
方
説
、
静
了
方
悟
。
我
是
悟
了
方
静
。
不
敢
相
瀦
。
未
悟
時
心
識
紛
飛
。
悟
了
方

語
亦
是
臨
時
被
達
磨
拶
出
底
消
息
、
亦
非
二
祖
実
法
也
」
。

口
）
本
問
答
を
記
録
す
る
代
表
的
な
資
料
と
し
て
『
伝
灯
録
』
か
ら
の
も
の
を
挙
げ
て
お
く
「
別
記
云
、
師
初
居
少
林
寺
九
年
。
為
二
祖
説
法
祇
教
曰
、
外
息
諸
縁
、

内
心
無
喘
、
心
如
摘
壁
、
可
以
入
道
。
慧
可
種
種
説
心
性
理
道
未
契
。
師
祇
遮
其
非
、
不
為
説
無
念
心
体
。
慧
可
日
、
我
已
息
諸
縁
。
師
曰
、
莫
不
成
断
滅
去
否
。

可
曰
、
不
成
断
滅
。
師
曰
、
何
以
験
之
云
不
断
滅
。
可
曰
、
了
了
常
知
故
、
言
之
不
可
及
。
師
曰
、
此
是
諸
仏
所
伝
心
体
。
更
勿
疑
也
」
（
弓
巴
‐
巴
①
⑤
‐
侭
○
ｍ
）
。

（
旧
）
「
師
謂
二
祖
曰
、
汝
但
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
綱
壁
、
可
以
入
道
。
二
祖
作
極
極
説
心
説
性
不
契
。
一
日
、
忽
悟
乃
曰
、
可
以
息
諸
縁
也
。
達
磨
曰
、

莫
成
断
滅
去
不
。
曰
、
無
。
磨
云
、
子
作
麿
生
。
二
祖
曰
、
了
了
常
知
故
、
言
之
不
可
及
。
運
磨
曰
、
此
諸
仏
之
所
伝
心
体
、
更
勿
疑
也
」
。

（
肥
）
「
承
杜
門
壁
観
。
此
息
心
良
薬
也
。
若
更
鏑
故
紙
、
定
引
起
蔵
識
中
無
始
時
来
生
死
根
苗
、
作
善
根
難
、
作
障
遭
難
、
無
疑
」
。

マ
マ

（
ロ
）
『
百
丈
清
規
」
の
注
釈
で
あ
る
『
百
丈
清
規
雲
桃
抄
』
巻
七
に
見
ら
れ
る
と
す
る
『
大
慈
轡
拷
姥
珠
」
の
、
次
の
よ
う
な
記
述
に
よ
る
。
「
大
恵
、
宏
智
、

世
に
相
い
に
善
し
と
せ
ず
と
調
う
。
然
る
に
宏
智
遷
化
す
る
に
、
遺
命
し
て
大
慈
を
請
う
て
後
事
を
主
ど
ら
し
む
。
大
慧
平
生
罵
っ
て
、
剃
頭
の
外
道
と

称
す
る
者
は
、
或
い
は
宏
智
を
日
う
な
り
。
然
る
に
未
だ
本
拠
を
見
ず
。
其
の
呵
し
て
黙
照
邪
禅
と
遭
う
者
は
、
長
薗
の
宗
顧
な
り
」
（
禅
文
化
本
『
大
慾

称
す
る
者
は
、
或
い
必

脅
拷
楮
珠
』
亨
巴
色
）
。

ち
切
る
も
の
で
は
な
い
。

貼
貼
地
」
。

5３



（
聖
「
昔
達
磨
調
二
祖
日
、
汝
但
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
塙
壁
、
可
以
入
道
。
二
祖
樋
楓
説
心
説
性
、
引
文
字
作
証
、
並
不
契
逮
磨
意
。
前
所
云
忘
懐
著

意
、
正
調
此
也
。
若
不
著
意
、
則
諸
縁
息
突
、
若
不
忘
懐
、
則
内
心
定
突
。
内
心
定
、
則
自
然
与
埴
壁
無
殊
、
亦
不
著
将
心
安
排
計
度
、
然
後
得
如
塙
壁

也
。
但
只
就
疑
不
破
処
参
・
参
時
切
忌
、
将
心
等
悟
。
若
将
心
等
悟
、
則
没
交
渉
笑
。
生
死
心
未
破
、
則
全
体
是
一
団
疑
情
。
只
就
疑
情
窟
裏
、
挙
箇
話

頭
。
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
行
住
坐
臥
、
不
得
間
断
。
妄
念
起
時
、
亦
不
得
将
心
遇
捺
。
但
只
挙
此
話
頭
。
要
静
坐
、
纏
覚
昏
沈
、

便
科
撤
精
神
挙
此
話
。
忽
地
如
膳
老
婆
吹
火
和
眉
毛
眼
麗
一
時
焼
了
。
不
是
差
事
。
得
如
此
了
、
忘
懐
也
得
、
著
意
也
得
、
静
也
得
、
闘
也
得
。
錐
全
体

在
輪
回
中
、
亦
不
被
輪
回
所
転
、
借
輪
回
為
淋
戯
之
場
。
得
到
道
箇
田
地
、
亦
不
著
将
心
和
会
、
自
然
成
一
片
突
。
却
将
三
教
聖
人
所
説
之
法
、
従
頭
試

霧
一
週
。
尽
説
自
家
屋
裏
事
、
更
燕
一
宇
増
減
。
若
不
如
是
、
縦
勤
苦
修
行
経
塵
沙
劫
、
欲
明
此
事
、
徒
自
疲
労
。
忘
懐
著
意
、
二
倶
蹉
遇
。
不
忘
懐
不

著
意
、
是
箇
甚
歴
。
咄
。
更
是
箇
甚
歴
。
大
任
通
判
学
士
、
但
悠
歴
参
・
此
外
別
無
道
理
」
。

〈
翌
「
第
一
莫
要
昏
沈
、
昏
沈
則
坐
在
鬼
窟
裏
。
又
不
得
悼
挙
、
悼
挙
則
業
識
忙
忙
。
所
調
、
外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
塙
壁
、
可
以
入
道
。
如
是
則
著
意

也
不
得
、
忘
懐
也
不
得
、
不
忘
懐
、
不
著
意
、
是
箇
甚
麿
。
喝
一
喝
云
、
喚
作
竹
箆
即
触
、
不
喚
作
竹
箆
即
背
。
下
座
」
。

（
灘
）
こ
れ
ら
の
語
は
、
無
著
道
忠
に
よ
る
『
大
慈
曾
拷
姥
珠
』
（
禅
文
化
本
已
』
囹
己
）
に
よ
れ
ば
、
『
唯
議
論
』
に
依
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
法
蔵
に
よ
る
『
大

乗
起
信
論
別
記
』
に
も
、
「
沈
、
棹
」
と
言
っ
て
同
様
の
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
直
接
に
は
法
蔵
を
う
け
た
の
で
は
な
い
か
。

（
錨
）
石
井
修
道
「
大
懲
宗
杲
と
そ
の
弟
子
た
ち
（
五
）
－
著
意
と
忘
懐
と
い
う
語
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
十
三
（
二
十
二
’
一
）
、
一
九
七
三
年
）
。

（
加
）
『
天
台
小
止
観
」
（
『
修
習
止
観
坐
禅
法
要
』
）
に
よ
れ
ば
、
「
五
、
初
入
定
時
調
心
者
、
有
三
義
。
一
入
、
二
住
、
三
出
・
初
入
有
二
義
。
一
者
、
調
伏
乱
想
、

不
令
越
逸
。
二
者
、
当
令
沈
浮
寛
急
得
所
。
何
等
為
沈
相
、
若
坐
時
、
心
中
昏
暗
、
無
所
記
録
、
頭
好
低
垂
、
是
為
沈
相
。
爾
時
当
繋
念
鼻
端
、
令
心
住
在
縁
中
、

無
分
散
意
、
此
可
治
沈
。
何
等
為
浮
相
、
若
坐
時
、
心
好
駆
動
、
身
亦
不
安
、
念
外
異
縁
、
此
是
浮
相
。
爾
時
、
宜
安
心
向
下
、
繋
縁
蹟
中
、
制
諸
乱
念
、

心
即
定
住
、
則
心
易
安
静
。
挙
要
言
之
、
不
沈
不
浮
、
是
心
調
相
」
（
弓
台
，
急
留
）
。
ま
た
『
起
債
論
』
に
よ
れ
ば
、
「
若
人
唯
修
於
止
、
則
心
沈
没
、
或
起
憾
怠
、

不
楽
衆
善
、
遠
離
大
悲
。
是
故
修
観
』
（
弓
馬
‐
９
ｍ
。
）
と
あ
る
。

（
”
）
「
雑
念
起
時
、
但
挙
話
頭
。
蓋
話
頭
如
大
火
聚
。
不
容
蚊
納
蝋
蛾
所
泊
、
挙
来
挙
去
、
日
月
浸
久
、
忽
然
心
無
所
之
、
不
覚
噴
地
一
発
」
。

（
犯
）
『
百
丈
広
録
』
巻
三
「
噛
如
太
末
虫
、
処
処
能
泊
、
唯
不
能
泊
於
火
骸
之
上
。
衆
生
亦
爾
。
処
処
能
縁
、
唯
不
能
縁
於
般
若
之
上
」
（
中
文
本
『
四
家
語
録
』
巻
三
・

（
空
「
然
般
若
上
亦
無
用
心
処
。
讐
如
太
末
虫
、
在
処
能
泊
、
而
不
能
泊
於
火
焔
之
上
。
蓋
火
焔
上
是
他
喪
身
失
命
処
。
衆
生
心
識
、
在
処
能
縁
、
而
不
能
縁
於

般
若
智
焔
之
上
。
蓋
般
若
智
焔
之
上
、
無
休
棲
泊
処
』
。

（
犯
）
「
今
記
汝
是
此
法
門
中
、
何
名
座
禅
。
此
法
門
中
一
切
無
畷
。
外
於
一
切
境
界
上
念
不
去
為
座
、
見
本
姓
不
乱
為
禅
」
。

処
可
以
頓
放
、
只
覚
得
肚
裏
悶
、
心
誼

提
鯛
去
、
生
処
自
熱
、
熱
処
自
生
笑
」
。

己
』
心
す
）
。

心
頭
煩
悩
時
、
正
是
好
底
時
節
。
第
八
識
相
次
不
行
突
。
覚
得
如
此
時
、
莫
要
放
却
。
只
就
道
無
字
上
提
衛
。
提
衛
来
、
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（
皿
）
「
今
言
坐
者
、
念
不
起
為
坐
、
今
言
禅
者
、
見
本
性
為
禅
」
。

（
犯
）
「
唐
の
開
元
中
に
定
を
衡
岳
伝
法
院
に
習
し
、
譲
和
尚
に
遇
う
。
（
和
尚
）
是
れ
法
器
な
る
こ
と
を
知
り
て
間
う
て
曰
く
、
大
徳
、
坐
禅
し
て
什
麿
を
か
図

る
。
師
曰
く
、
仏
と
作
る
を
図
る
。
譲
乃
ち
一
碑
を
取
り
て
彼
の
庵
前
に
於
て
磨
く
。
師
曰
く
、
碑
を
磨
い
て
作
慶
。
譲
曰
く
、
磨
い
て
鏡
と
作
す
。
師

い
か
に

曰
く
、
碑
を
磨
い
て
豈
に
鏡
と
成
す
を
得
ん
や
。
譲
曰
く
、
碑
を
磨
い
て
既
に
鏡
と
成
ら
ず
ぱ
、
坐
禅
し
て
豈
に
仏
と
成
ろ
を
得
ん
や
。
師
曰
く
、
如
何

も
つ

せ
ぱ
即
ち
是
な
ら
ん
。
識
曰
く
、
如
し
牛
に
車
を
駕
く
る
に
、
車
行
か
ず
ん
ぱ
車
を
打
て
ば
即
ち
是
か
、
牛
を
打
て
ば
即
ち
是
か
。
師
、
無
対
。
譲
ま
た

ば
た

ば
た

曰
く
、
汝
為
坐
禅
を
学
ぶ
や
、
為
坐
仏
を
学
ぶ
や
。
若
し
坐
禅
を
学
ぱ
ば
、
禅
は
坐
臥
に
非
ず
。
若
し
坐
仏
を
学
ぱ
ぱ
、
仏
は
定
相
に
非
ず
。
無
住
の
法

に
於
い
て
応
に
取
捨
す
べ
か
ら
ず
。
汝
若
し
坐
仏
す
れ
ば
、
即
ち
是
れ
仏
を
殺
す
な
り
。
若
し
坐
相
に
執
荷
れ
ぱ
、
其
の
理
に
連
す
る
に
非
ず
。
師
、
示

謝
を
間
き
て
、
醍
醐
を
飲
む
が
如
し
。
礼
拝
し
て
間
う
て
曰
く
、
如
何
に
用
心
せ
ぱ
、
即
ち
無
相
三
昧
に
合
わ
ん
。
識
曰
く
、
汝
が
心
地
法
門
を
学
ぶ
ば

か
な

種
子
を
下
す
が
如
し
。
我
が
法
要
を
鋭
く
は
、
彼
の
天
沢
に
醤
う
。
汝
の
縁
ム
ロ
う
が
故
に
、
当
に
其
の
道
を
見
る
べ
し
。
（
師
）
又
、
間
う
て
曰
く
、
道
は

い
か
ん

皮
た

色
相
に
非
ず
。
云
何
が
能
く
見
ん
。
譲
曰
く
、
心
地
の
法
眼
、
能
く
道
を
見
る
。
無
相
一
一
一
味
も
亦
復
然
り
。
師
曰
く
、
成
壊
有
り
や
。
譲
曰
く
、
若
し
成

壊
衆
散
を
以
て
道
を
見
れ
ば
、
道
を
見
る
に
非
ざ
る
な
り
。
吾
が
偶
を
聴
け
、
曰
く
、
心
地
は
諸
種
を
含
み
、
沢
に
遇
う
て
悉
く
皆
萌
す
。
三
味
の
華
は

ま
た

無
相
な
り
、
何
ぞ
壊
し
復
何
ぞ
成
ぜ
ん
。
師
、
開
悟
を
蒙
り
て
、
心
意
超
然
た
り
。
侍
奉
す
る
こ
と
＋
秋
、
日
に
玄
奥
を
益
す
」
（
入
矢
義
高
編
『
馬
祖
の

語
録
』
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
四
年
、
己
・
ら
。

（
鋼
）
高
雄
義
堅
『
宋
代
仏
教
史
の
研
究
』
〈
百
華
苑
、
’
九
七
五
年
）
や
、
石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
等
で
、
宋
代

禅
の
特
色
を
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
石
井
氏
の
定
義
を
参
考
と
し
た
。
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